
日本雑草学会賞受賞者選考基準

1. 受賞者の選考は，日本雑草学会表彰規程に基づいて行う。

2. 業績賞受賞候補者は，正会員の個人を原則とするが，連名も認める。技術賞は，正会員の個人を原則とするが，連名も認める。奨励賞は，学生会員を含む正会員の個人を対象とし，受賞年の3月31日現在で満35歳未満の者とする。

3. 授賞件数は若干件以内とする。

4. 業績賞授賞の対象は，原則として本学会会誌および別号に掲載された研究業績を中心とするが，その他の研究業績を勘案して定める場合もある。

5. 技術賞については，本学会会誌掲載の有無は問わないが，別号等の論文，記事等を参考とする。

6. 奨励賞については，本学会会誌および別号に掲載された萌芽的研究に対して与える。

7. 奨励賞を受賞した者が将来その成果の発展により，業績賞あるいは技術賞を受賞することもできる。その場合は，受賞後10年前後の経過の中で総合された業績，あるいは受賞後の著しい業績等を勘案して授賞を判断する。

8. 他学会などにおいて同一内容の課題で表彰されたことがある場合は選考の対象としない。

9. 受賞候補者については，その課題に関して客観的な評価を可能とするに足る資料などがあることを必要とする。
10.選考委員会は，会員より推薦の候補者について公平な審議を行った上で受賞候補者を選考する。なお，本委員会は審議の参考とするため，候補者に本学会所定の様式による業績要旨および業績一覧の提出を求めることができる。

11.受賞候補者は，選考委員会に出席した委員全員の投票により，過半数以上の票数を得た者とする。

12.選考委員が受賞候補者として推薦されたときは，当該委員を除外して選考委員会を構成する。

（平成20年4月18日改正）
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